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Proyecto Hombre グラナダ支部の紹介 
  薬物使用とその他のアディクションによる社会的問題に対応する施設 
  として、2000年に民間非営利組織「Proyecto Hombre Granada」 を設立 
 
 

2014年度の資源・実績 
   - 施設数：治療施設4ヵ所とハームリダクション施設（CEA） 
   - プログラムの種類：ベーシック治療共同体プログラム、 通所プログラム、  
  夜間プログラム、思春期プログラム、 思春期の子ども持つ親の教室、  
  刑務所プログラム、ハームリダクションプログラム、 予防プログラム  
   - 人的資源：被雇用者34名 、ボランティア111 名 
   - 対応者数：1,029 名 
    （治療プログラムを受けた者：778名、情報を受けた者： 251名） 
   - 予防プログラムの受講者数：12,623 名 （教育機関71校 ）  
   - 支出額：788,942 ユーロ （1億644万2719円：134.9円／1ユーロで換算）  
 

 

 
               インテーク面接：評価と診断 （1〜3回）                     
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
ハームリダクション 
プログラム  ① 

（通所・受け入れ施設）： 
 

薬物の使用量を減らし、生活の質を
改善する中間目標があるプログラム   
  

 

プログラムの実績： 
                                                                                 
 
                               プログラム      
プログラム名                         参加者数           修了者数 
ベーシック治療共同体プログラム    219 ：㊚171,㊛48      17：㊚13,㊛4            
夜間プログラム               54 ：㊚48,㊛6           20：㊚18,㊛2 
ハームリダクション①            2：㊚0,㊛2         － 
ハームリダクション②                      336 ：㊚279,㊛57       31：㊚27,㊛4 

スペインの人口 : 46,512,199 
グラナダの人口 : 918,382  

（2014年1月1日時点のINEとIECAによるデータ） 

プログラム名 
       （期間）:  
 
       プログラムの 
      特徴 
  
                利用者の 
        特徴 
 
 
 
 
 
段階： 目的 

ベーシック治療共同体
プログラム （2年）:  

一般的に長期間の薬
物使用により心身とも
に影響が出ており、ま
た社会的・職業的活動
についても困難度合
が高い人を対象にした
プログラム。プログラ
ムの目的は、これまで
の生活習慣を変え、ラ
イフスタイルを改善し、
自立・自律を獲得する 
 
 
多剤乱用、アルコール 

通所プログラム 
（1年半）:   

自己および家族構造
の大部分を保持し、入
所プログラムを必要と
しない人を対象にした
プログラム。プログラム
の目的は、責任感を育
て、対処能力や自立・
自律を獲得することで
あり、教育面に力を注
いでいる 
※2014年度からの新プ
ログラム 
 

アルコール、大麻、
ギャンブル 

夜間プログラム 
（1年半）:  

仕事を持ち、家
族からの支援が
ある人を対象に
した通所型のプ
ログラム。労働
時間に配慮し、
夜間にプログラ
ムを実施。プログ
ラムの目的は、
自立・自律に基
づく自己変化を
促進することであ
る 

コカイン－アル
コール 

 
第1段階:  
初期介入・ 
動機付け 
  
規則と制限 
 
態度と行動 

   
 
 
  「レベル１」  
      （3〜4ヵ月） 
 

 
第2段階:  
自己発見と 
成長  
 

 
  「治療共同体」 
    （6ヵ月） 
 ※一般的に入所型 

 
     「自己理解」 
       （6〜8ヵ月） 

 
  「レベル2」 
  （6〜8ヵ月） 
           

 
第3段階:  
維持と 
自立・自律 

 
通所型 「社会復帰」 
   グループ A （6ヵ月） 
   グループ B （3ヵ月） 
   グループ C （3ヵ月） 

 
    「自立・自律」  
         （3ヵ月） 

 
  「レベル3」 
   （3ヵ月） 
          

通所型 「オリエンテー
ション」（1ヶ月） 

入所型 
治療 
サポート 
施設    
（1〜3 
ヵ月） 

通所型 「モチベーション」  
（2〜3ヵ月） 

Japanese Alcohol, Nicotine & Drug Addiction Conference 2015 in Kobe Convention Center, Japan   

ハームリダクション 
プログラム② 
（CEA施設）： 

 
 
 
サービス: 
  - 情報提供と受け入れ 
  - 基本的ニーズに対応 
 （食事の提供、洗濯機の貸し出し、    
 衛生面の改善、一時的荷物預かり、  
 身分証明書の保管、仮眠室、新聞 
 や本などの閲覧など） 
  - 社会衛生サービス 
  - 心理社会的アプローチ 
  -  HIVの早期発見 
  - 予防と害の縮小 
  - 社会就労支援 

 
プログラムの終結: 
  - 生活習慣の構築 （衛生、食事、時  
 間の管理、危険な行動への対処等）       
  - 身分証明などを有効化 
  - 書類などの手続きができる 
  - 住まい探し 
  - 社会復帰 
 （社会参加、職業訓練、就労） 
  - 精神衛生上の対処法あり 
  - 他のアディクション回復支援施設に 
  移動 
 
 ※QOLの改善に重点を置く 

 インテーク面接：評価と診断                  

※通所プログラムの利用者数は、
ベーシック治療共同体プログラム 

に含まれている 

 
利用者の特徴／今後の課題:  
 2014年度に治療プログラムを受けた利用者の特徴は、男性
76% 、平均年齢39 歳 、独身者48%、義務教育未修了者69%、 
核家族と暮らしている者77%、薬物使用による未決犯罪あり
14 %、受刑歴あり20 % であった。また、利用者の主たる薬物
については、「コカイン」20 %、 「大麻」19 %、「多量飲酒」18%, 
「アルコールとその他の薬物」18%、「多剤乱用」15%、「ベンゾ
ジアゼピンとアンフェタミン」10%であった。 

 今後もプログラムを評価し、利用者の特徴に見合ったプロ
グラムにデザインし続けていくことが課題である。           
      引用文献：『Proyecto Hombre グラナダ支部年次報告書2014年版』 

 @o 

▶プログラムの修了: 治療過程で自立・自律、人生計画、自己効力感を得た状態であり、個人、家族、社会就労レベルにおいて
も目標を達成していることからプログラムを修了。 ▶プログラムの辞退: 個人的理由によってプログラムを終了すること。 ▶プログ
ラムの放棄: セラピストに連絡をすることなく、プログラムを放棄し、施設から立ち去ること。▶強制退去: 治療契約違反による追
放。 ▶治療の終了: 中間目標と断薬を獲得した状態 
 

地図データ©２０１５, Google Map 

成人対象の治療プログラム 

ウェッブサイト：１）Proyecto Hombre グラナダ支部: http://proyectohombregranada.org/  ２）プロジェクト・オンブレ・ジャパン設立準備委員会：http://ph-comi.jimdo.com/ 


